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７ 事後分析 

 

研究内容１ 児童の思考に沿った単元デザイン 
（１）児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い 

 
 
 
 
 

〇本単元の課題は、「安心して日本旅行を楽しんでもらえるよう、困っている外国人の投稿へ返信しよう」と
設定し、単元の導入時に具体的な投稿例を示すことで、生徒が学びを進める方向性を明確にした。また、見
通しを立てる際には、ミッションシートを活用し、課題達成のために必要なことを生徒自身が考え記入す
ることで、第１時～第７時のインプット・情報収集活動に主体的に取り組めるようにした（資料①）。ミッ
ション内容は、例から選択する、選択して自分用に変更する、自分で考える、の 3 段階を用意し、生徒の
実態に応じて選択できるようにした。これらの手立てによって、ミッション内容の追加・変更を行いなが
ら、毎時間の振り返りで自己を見つめ、限られた時数の中で何ができるか考える姿が見られた。また、表現
活動に使えそうな文法を教科書や iPadを用いて記録する生徒の姿も見られた。さらに、生徒は遠足や宿泊
研修でユニバーサルデザインに触れてきており、教科書を通じて、ユニバーサルデザインとは誰のために
あるのか考えることができた。 

▲ミッションシートの活用を始めたばかりであり、メタ認知が曖昧な生徒に関しては、ミッション内容を選
びすぎ、逆にわずかしか設定していない生徒もいた。毎時間の振り返りや教師による個別コメント、授業
内での対応を通じて進捗を確認したが、生徒が自分にとって最も力をつけることができる選択をしていた
かどうかの把握は不十分であった。また、生徒が適切な学習方法を選択する際にも、教師のより効果的な
見取りと支援の手立てが必要である。 

〇本単元では、第１時～第７時のインプット・情報収集の時間において、学習方法や使用する教材を生徒自
身が選択できるようにした。教科書や教科書付属の解説動画、YouTube、市販の参考書、ノート、ワーク、
AI ドリルなど、生徒は自分に合った方法で文法理解や定着、ユニバーサルデザインの理解に取り組んだ。
どのようにインプット・情報収集するかを生徒自身が選択することで、心理的な安全性が確保され、上位
層だけでなく下位層の生徒も交流できる環境が整った。 

〇表現活動では、Padlet を用いて他者の投稿を見られるようにし、3 つの評価の観点（「簡潔」「分かりやす
い」「相手意識」）に基づいて相互評価を行った。Padlet は視覚的に分かりやすいため、自分への評価だけ
でなく他者への評価も確認でき、そこからも表現を学ぶことができた（資料②）。さらに、インプットの時
間は Google クラスルームのストリームのコメント欄を活用し、生徒が自分の意見や表現を投稿すること
で、他者の考えをいつでも見られる環境を整えた。ペアやグループによる活動は設定しなかったが、同じ
投稿に返信する生徒同士が集まったり、様々な投稿への返信を見て表現を蓄えようとしたりするなど、自
然発生的に学び合う姿が見られた。 

▲生徒が自己選択によって学習を進めたが、その選択がその生徒にとって最適であったかどうかの把握は不
十分であった。教師による適切な見取りと、必要に応じた学習方法の提案や軌道修正が求められる。また、
本単元では書く活動がメインであったため、英語での音声言語活動の機会はほとんどなかった。単元の目
標や活動の意図によって、書く活動と話す活動のバランスを適切に設定することが必要である。 

資料① 
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（３）児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

 
研究内容２ 児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ 
（１）教科の特質を生かした発問 

 

〇本単元では、毎時間最後の 5 分を振り返りの時間として設定し、ミッションシート（Googleスプレッドシ
ート）内で振り返りができるようにした。振り返りの例を簡潔に提示することで、生徒が記入しやすい環
境を整えた。生徒は、学んだ内容の理解度、ミッションの進捗状況、自分の成長や気付き、次時への課題
など、多様な観点から振り返りを行った。また、表現活動後には、ワークシートを用いて単元全体を振り
返る機会を設け、「何ができるようになったか」を重点的に、そして「次どうするか」についても記入させ
た（資料①）。これらの手立てによって、自らの学びを調整する姿が見られた。 

▲振り返りは個人で行う形式であったため、振り返った内容を交流する時間を確保することができれば、他
の生徒を参考にしながら新たな気付きも生まれると考えられる。振り返りの共有や交流を通じて、学びの
価値をより実感できる手立てが必要である。 

〇本単元では、表現活動において、身に付けた表現を適切に選択し再構築するための発問を設定した。具体
的には、「簡潔」「分かりやすい」「相手意識をもつ」の 3 つのポイントを、単元を通して常に確認し続け、
本時（第 11時）では、この 3 つのポイントを先に確認した上で、「SNSで簡潔で分かりやすく表現するた
めにはどうしたらよいのだろう」「文字のやりとりの中で、相手を安心させるためにはどうすればよいのだ
ろう」という発問をした（資料③）。単元を通して確認していたため、生徒はすぐに発問の意図を理解し、
３つのポイントの重要性をより明確化していた。この発問に対する自分自身の考えをもちながら、他者の
投稿を読み、適切な表現を判断し再構築する姿が見られた。 

▲今回の単元では重要文法が大きく 2 つに分けられるため、同時に２つの発問をすることになったが、1 つ
の発問に絞ることで、生徒の思考がスムーズになると考えられる。発問の精選と焦点化が必要である。 

資料② 
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（２）思考を束ねる可視化の手立て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本単元では、Padlet を用いて生徒の投稿と相互評価を可視化した。評価コメントでは、「簡潔」「分かりや
すい」「相手意識をもつ」の 3 つのポイントのうち、どの表現がどのポイントに当てはまるのか、良いとさ
れる根拠を示すように指導した。このことによって、生徒は他者の投稿や評価を見る際に、より具体的に
表現の質を確認できるようになった（資料②）。また、多くの評価が集まっている投稿について、机間指導
の際に「たくさんの評価コメントがついているということはどういう意味なのか」と問いかけることで、
「たくさんの評価＝良い表現ではないか？」という思考を促し、質の高い表現への気付きを深めることが
できた。さらに、Googleクラスルームのストリームのコメント欄を活用することで、生徒が自分の意見や
表現を投稿し、他者の考えをいつでも見られる環境を整え、思考の可視化と共有を図った（資料④）。 

▲本単元では、多様な考えを束ねて整理するという場面は少なかった。今後、より多様な意見や表現が出た
際に、それらを効果的に分類・整理し、全体で共有する手立てを工夫する必要がある。また、可視化され
た思考をもとに、学級全体で議論を深めたり、新たな気付きを生み出したりする場面を意図的に設定する
ことが重要であると考える。 

資料③ 
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